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河川整備基本方針の変更概要

（北上川水系、鳴瀬川水系、名取川水系、阿武隈川水系）



審議対象水系審議対象水系

水系名
流域面積

（km2）

幹川流路
延長

流域内
人口

想定氾濫
区域内
人口

流域の主な県

北上川

（km2）
（km） （千人）

人口
（千人）

北上川 10,150 249 1,387 647 岩手県、宮城県

鳴瀬川鳴瀬川 1,130 89 175 158 宮城県

名取川 939 55 474 298 宮城県

名取川

名取川 939 55 474 298 宮城県

阿武隈川 5,400 239 1,389 484 福島県、宮城県

阿武隈川

本日の河川分科会での審議水
系（変更）

４水系

河川整備基本方針策定済み水
系

１０９水系
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東北地方太平洋沖地震の概要（１／２）

東北地方太平洋沖地震の概要

○津波の痕跡高は、ほとんどの海岸で既設の海岸堤防の高さを大幅に上回った。

海岸堤防の高さと今回の津波の痕跡高さ

○平成23年3月11日に三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の巨大地震が発生し、広い範
囲で強い揺れを観測

震源分布とそのマグニチュード 各地の津波浸水高と遡上高

○津波 痕跡高は、ほ 海岸 既設 海岸堤防 高さを大幅 回 た。
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囲で強い揺れを観測。
○この地震により、北海道から関東の広域にわたり、巨大な津波が発生。
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東北大学・地震噴火予知，内田助教
http://www.aob.geophys.tohoku.ac.jp/info/topics/20110311_news/index_html

資料）東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ
（http://www.coastal.jp/ttjt/）による速報値（2011年７月５日参照）

○東北、関東６県で５３５k㎡が津波により浸水。市街地の約1割（119k㎡
※1

）が浸水。
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129,574 戸が全壊、死者15,871人、行方不明者約2,778人
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山元海岸（山元）
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今次津波痕跡高※

堤防付近で測定された痕跡高をプロット南相馬市

※１：平成23年8月4日都市局記者発表、
※２：警察庁緊急災害警備本部の平成23年東北地方太平洋沖地

震等による被害状況と警察措置（平成24年10月17日現在）より作成 国土地理院 浸水範囲概況図より作成
※東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループの 速報値

(7月15日時点)を利用（http://www.coastal.jp/ttjt/）

堤防付近で測定された痕跡高をプロット
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東北地方太平洋沖地震の概要（２／２）

○東北地方太平洋沖地震に伴

広域的な地盤沈下

○岩手県、宮城県、福島県の海岸総延長約1,700kmの内、海岸堤防は300km。
○そ 内 約190 全壊 半壊

海岸・河川の被災状況

○東北地方太平洋沖地震に伴
い、広範囲にわたって大規
模な地殻変動が発生。

○最大で約1 1mの地盤沈下が

○その内、約190kmで全壊・半壊。
【仙台湾南部海岸】

○最大で約1.1mの地盤沈下が
発生。

【山元町笠野地区】

被災前 被災後
平成23年3月12日撮影

被災前

○ 東北地方 関東地方の河川堤防にお 津波による流出 決壊 地震の○ 東北地方、関東地方の河川堤防において、津波による流出・決壊、地震の
揺れや液状化による沈下、法崩れ等が発生。

○被災箇所は2,115カ所。そのうち東北地方は1,195カ所。
平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震に伴う水準点の上

下変動（平成23年10月31日 国土地理院報道発表資料）

東北地方
1,195箇所

北上川【石巻市】

堤防流出・決壊

北上川（釜谷水門）【石巻市】

水門の被災
　T.P.
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今後の津波防災対策について

あらゆる可能性を考慮した最大クラスの巨大な地震・津波を検討していくべき。今後の津波対策を構築
するにあた は 基本的に ベ 津波を想定する必要がある

中央防災会議 東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会 報告
（平成23年9月28日） ※中間とりまとめ（平成23年6月26日）

河川津波対策検討会 「河川への遡上津波対策に関する緊急提言」（平成23年8月22日）

河川津波は、洪水、高潮と並んで計画的に防御対策を検討すべき対象と位置づけるべき

するにあたっては、基本的に二つのレベルの津波を想定する必要がある。

発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす最大クラスの津波 ○ 発生頻度は極めて低いものの発生すれば甚大な被害をもたらす最大クラスの津波。施設対応を超過する事象と
して扱い、津波防災まちづくり等と一体となって減災を目指す事象

最大クラスの津波

○住民避難を柱とした総合的防災対策を構築する上で想定する津波。住民等の生命を守ることを最優先と
し、住民の避難を軸に、とりうる手段を尽くした総合的な津波対策を確立。

最大クラスの津波に比べて発生頻度は高く、津波高は低いものの大きな被害をもたらす津波

○ 最大クラスの津波に比べて発生頻度は高く、津波高は低いものの大きな被害をもたらす津波。海岸における防御
と一体となって河川堤防、津波水門等により津波災害を防御

施設計画上の津波

○防波堤など構造物によって津波の内陸への浸入を防ぐ海岸保全施設等の建設を行う上で想定する津波。
人命 保護に加え、住民財産の保護、地域の経済活動の安定化、効率的な生産拠点の確保の観点から、
海岸保全施設等を整備。

施設計画上の津波水位の設定
・施設計画上の津波は、河口が位置する地域海岸（一連の海岸線や湾）の設計津波と同一の津波を基本とし

設定

「施設計画上の津波」に対する河川津波対策（堤防高の設定）

社会資本整備審議会・交通政策審議会交通体系分科会計画部会 緊急提言
「津波防災まちづくりの考え方」（平成23年7月6日）

低頻度 あるが大規模な津波被害 対する減災 考 方を 確 するととも 自助 共助 助を

て設定
・河川の津波水位は、沿岸域から津波遡上区間までを一連の計算として津波シミュレーションにより算定す
ることを基本

・津波シミュレーションにより求められる河川津波の津波水位を基にし、河口の位置する地域海岸の設計津
波の水位を勘案して設定低頻度ではあるが大規模な津波被害に対する減災の考え方を明確にするとともに、自助・共助・公助を

踏まえた国の役割、ハード・ソフトの連携等に留意し、具体的な取り組みを進める必要がある。

波の水位を勘案して設定

堤防の高さ
施設計画上の津波水位に必要と認められる高さを加えて設定

大規模な津波
施設計画上の津波水位に必要と認められる高さを加えて設定
（考慮する事項の例）

・隣接する海岸堤防の高さとの整合
・周辺まちづくりとの関係や河川環境への影響
・微地形の影響等により生じる津波水位の変動要因比較的頻度の高い一定程度の津波

○ 大規模な津波災害が発生した場合でも、なんとしても人命を守るという考え方に基づき、ハード・ソフト施
策の適切な組み合わせにより、減災（人命を守りつつ、被害をできる限り軽減する）のための対策を実施。

微地形の影響等により生じる津波水位の変動要因

○海岸保全施設等による防災対策については、比較的頻度の高い一定程度の津波レベルを想定して、人
命・財産や種々の産業・経済活動を守り、国土を保全することを目標。

比較的頻度の高い 定程度の津波

○将来起 りうる津波災害の防止 軽減のため 全国 活用可能な 般的な制度を創設し

津波防災地域づくりに関する法律（平成23年12月14日 公布）

○将来起こりうる津波災害の防止・軽減のため、全国で活用可能な一般的な制度を創設し、ハー
ド・ソフトの施策を組み合わせた「多重防御」による「津波防災地域づくり」を推進。

津波防災地域づくりのイメージ

海岸堤防の高さの基準となる設計津波の水位の設定
（すべての海岸で同じ考え方（設定基準）により、一定の安全水準を確保※）
地域海岸（一連の海岸線や湾）ごとに
・過去の津波の痕跡高さ等の記録を整理 数十年～百数十年の頻度

津波防護施設
（閘門） 避難路

避難場所（高台）

指定津波防護施設
（既存道路）

浸水が防止される区域

浸水が防止される区域

過去の津波の痕跡高さ等の記録を整理
（例：貞観地震、明治三陸地震、昭和三陸地震、

チリ地震、2011年東北地方太平洋沖地震 等）
・発生の可能性が高い地震等の津波シミュレーションに
より津波高さを想定（例：想定宮城県沖地震 等）

数十年 百数十年の頻度
で発生している津波（津波
高さで評価）を対象に設
計津波の水位を設定。

津波防護施設
（兼用工作物）

津波避難
タワー津波避難ビル

津波避難ビル

より津波高さを想定（例：想定宮城県沖地震 等）

※一連の沿岸で後背地の一定の安全を確保するために必要な高さとして、政府の中央防災会議で示された国の基本的考え方に基づき、
農林水産省及び国土交通省において設定方法を海岸管理部局に通知。（平成23年7月8日）

＜最大クラスの津波＞

・住民避難を柱とした総合的防災対策
を構築する上で設定する津波

宅地の嵩上げ

地域の選択により、都道府県知事が｢津波災害特別
警戒区域｣を指定できる。津波浸水想定

津波避難
タワー

（例）2011年 東北地方太平洋沖地震の津波高さ（T.P.）

を構築する上で設定する津波

＜比較的頻度の高い津波＞
海岸堤防 建設を行う上 想定する津波

復旧する海岸堤防
津波災害特別警戒区域 【オレンジゾーン】津波災害特別警戒区域 【オレンジゾーン】

津波災害特別警戒区域のうち津波災害特別警戒区域のうち

①病室等の居室の床面の高さが津波の水
深以上

②病院等の建築を予定した盛土等の開発
行為の規制

津波

【レッドゾーン】

津波災害警戒区域 【イエローゾーン】

・津波警戒避難体制の整備（避難施設・避難
経路、津波避難訓練、情報伝達等）

・市町村による津波ハザードマップの作成 等

津波災害警戒区域 【イエローゾーン】

・津波警戒避難体制の整備（避難施設・避難
経路、津波避難訓練、情報伝達等）

・市町村による津波ハザードマップの作成 等

被災前の海岸堤防
（例） 1896年 明治三陸地震の津波高さ（T.P.）

1933年 昭和三陸地震の津波高さ（T.P.）
1960年 チリ地震の津波高さ（T.P.）

・海岸堤防の建設を行う上で想定する津波
復旧する海岸堤防

海岸堤防

津波災害特別警戒区域のうち
市町村長が条例で定めた区域
津波災害特別警戒区域のうち
市町村長が条例で定めた区域

住宅等の居室等
の全部が津波の
水深以下

住宅等の居室等の一
部が津波の
水深以上

【レッドゾ ン】市町村による津波ハザ ドマップの作成 等市町村による津波ハザ ドマップの作成 等

地盤沈下

被災した海岸堤防 ４



北上川水系等４水系の河川整備基本方針変更の概要

河川整備基本方針変更の概要

・東北地方太平洋沖地震では、津波により甚大な被害が生じるとともに、広域

【海岸堤防高の設定について】

○設計津波対象群を対象に、海岸堤防によるせり上がり
を考慮して 設計津波の水位（Ｈ１）を算出

宮城県沿岸の地域海岸分割図

志津川湾

本吉海岸

唐桑半島東部

唐桑半島西部②

気仙沼湾

気仙沼湾奥部

志津川湾

本吉海岸

唐桑半島東部

唐桑半島西部②

気仙沼湾

気仙沼湾奥部的な地盤沈下が発生

・今回、北上川水系等４水系の河川整備基本方針について、次の変更を行う

＜変更概要＞

を考慮して、設計津波の水位（Ｈ１）を算出
設計津波は地域海岸ごとに設定

○設計高潮位に波浪のうちあげ高を加えた水位（Ｈ２）を
算出

設計高潮位：三陸南沿岸 T P +1 20m

万石浦

女川湾

雄勝湾

追波湾

大島西部 大島東部

雄勝湾奥部

唐桑半島西部①
北上川

旧北上川、
鳴瀬川

万石浦

女川湾

雄勝湾

追波湾

大島西部 大島東部

雄勝湾奥部

唐桑半島西部①
北上川

旧北上川、
鳴瀬川

＜変更概要＞
①河口部における施設計画上の津波水位の設定等
②広域的な地盤沈下に対応した計画高水位の補正

設計高潮位：三陸南沿岸 T.P.+1.20m、
仙台湾沿岸 T.P.+1.60m

計画波浪：波高 7.70m、周期 13.0（s）

○Ｈ１とＨ２のいずれか高い方を設計水位と設定

○この水位を前提に 海岸の利用や環境 景観 経済性

仙台湾南部海岸①

七ヶ浜海岸②

松島湾

石巻海岸

牡鹿半島西部

牡鹿半島東部

七ヶ浜海岸①

鳴瀬川

名取川

仙台湾南部海岸①

七ヶ浜海岸②

松島湾

石巻海岸

牡鹿半島西部

牡鹿半島東部

七ヶ浜海岸①

鳴瀬川

名取川

①河口部における施設計画上の津波水位の設定等

・河口地点の堤防高は洪水、高潮、津波（「施設計画上の津波」）に対して必要とされる堤

○この水位を前提に、海岸の利用や環境、景観、経済性、
維持管理の容易性などを総合的に考慮して堤防高さを
設定（所管省庁間や隣接海岸間で整合性を確保）

仙台湾南部海岸②

阿武隈川

仙台湾南部海岸②

阿武隈川

防高のうち高いものとし、海岸堤防高との整合を図って設定
・河川整備基本方針には、堤防高の決定に際して支配的となる要因について、その基準と
なる水位（洪水：計画高水位、 高潮：計画高潮位、津波：施設計画上の津波水位）を規定

設計津波の

堤防高さ

せり上がり

・「施設計画上の津波」は海岸堤防計画における

設計津波と同 のものを用いる

津波に対する堤防高の設定 高潮に対する堤防高の設定

・海岸堤防計画(高潮計画)と同じ外力を用いる。

設計津波の
水位（H1）

津波高さ
（T.P.(m)）

津波

高潮・波浪

設計高潮位に波
浪のうちあげ高
を加えた水位

波浪のうちあげ
設計津波と同一のものを用いる

・河川における「施設計画上の津波水位」は、津波

シミュレーションより求まる水位を基にして設定

・地形条件については、東北地方太平洋沖地震に

よる広域的な地盤沈下や津波による侵食を反映

・河川堤防高は、計画高潮位に波の打上げ高

を加えた高さを基にして設定

・地形条件については、東北地方太平洋沖地

震による広域的な地盤沈下や津波による侵

基準面

高潮・波浪を加えた水位
（H2）

【設計津波の設定（追波湾の例）】
よる広域的な地盤沈下や津波による侵食を反映

した地形を基に、あらかじめ次の津波の原因と

なる地震による地盤沈下を見込んだ地形を用い

る

・河口地点の堤防高は海岸堤防計画との整合を

震による広域的な地盤沈下や津波による侵

食を反映した地形を用いる

・河口地点の堤防高は海岸堤防計画との整合
20

25

最大クラスの津波

m
）

三陸南沿岸 追波湾（北上川）
※宮城県沿岸における海岸堤防高さの設定について（H23.9.9

宮城県沿岸域現地連絡調整会議資料）を基に作成

・河口地点の堤防高は海岸堤防計画との整合を

図る

・河口地点の堤防高は海岸堤防計画との整合

を図る

現行の堤防へのすりつけを含めた堤防の縦断形は 河道の地形特性 波浪の挙動等を

10

15
東北地方太平洋沖地震（M9.0）

昭和三陸地震(M8.1) 頻度の高い津波津
波

高
T.

P
.（

m

現行の堤防へのすりつけを含めた堤防の縦断形は、河道の地形特性、波浪の挙動等を
考慮して検討を行い、橋梁等の構造物や堤内地の地形、道路計画等を勘案して設定して
いく 0

5

1500 1600 1700 1800 1900 2000 2100

十勝沖地震(M7.9）
安政三陸沖地震（M8.0） 想定宮城県沖地震

明治三陸地震(M8.5) チリ地震(M9.5)

869

三陸はるか沖地震(M7.7)

西暦

②広域的な地盤沈下に対応した
計画高水位の修正

海面水位の影響を
河口

・現行の計画高水位から地盤沈下量を差し引いた高さ
を基にして補正することを基本とする。

・海面水位の影響を受ける区間については、上記の方
法による補正ではなく 沈下後の河道において準二

計画高水位（現行）

計画高水位（補正後）

地震後堤防高

地震前堤防高
計画高水位（現行）

海面水位の影響を

受ける区間

（施設計画上の津波水位）

法による補正ではなく、沈下後の河道において準二
次元不等流による水位計算を行い、計算水位を基に
補正する。

・全川にわたり水位計算を行い、補正後の計画高水位

地震前

地震後

出発水位

計画高水位（補正後）

計画高水位（現行） 沈下量
以下で計画高水流量が流下することを確認

計画高水位補正の横断形（概念図）

計画高水位（現行）－沈下量

計画高水位補正の縦断形（概念図）

５



北上川水系河川整備基本方針変更の概要

流域及び河川の概要 北 水系 整備基本方針（ 成 年 ） 概
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流域及び河川の概要

・北上川はその源を岩手県岩手郡岩手町御堂に発し、大小支川を合わ
せて岩手県を南に縦貫し、一関市の狭窄部を経て宮城県に流下。そ

後 新 部 経 追 湾

北上川水系河川整備基本方針（平成18年11月）の概要

【計画諸元】
●計画規模 1/150

◆北上川計画高水流量図 （単位:m3/s）
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の後、旧北上川に分派し、本川は新川開削部を経て追波湾に注ぐ。
・河口から勾配の緩い区間が長く続いていることから、津波が遡上しや
すい地形。

・宮城県と岩手県の県境から上流の約30kmの区間は狭窄部となって

●計画降雨量
【北上川】 200mm/2日 (狐禅寺)
【旧北上川】 267mm/2日 (和渕)

●基本高水のピーク流量
【北上川】 13 600 3/ （狐禅寺） 磐
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宮城県と岩手県の県境から上流の約30kmの区間は狭窄部となって
おり、狭窄部上流では氾濫特性を考慮して一関遊水地の建設を進め
ている。

【北上川】 13,600m3/s （狐禅寺）
【旧北上川】 4,100m3/s (和渕）

基本高水のピーク流量等一覧表

河川名 基準地点
基本高水の

ピ ク流量

洪水調節施設

による調節流量

河道への

配分流量
1,000m 以上 

凡例凡例
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800
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鳴
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川青森県 北上川水系青森県 北上川水系青森県 北上川水系

河川名 基準地点 ピーク流量
（m3/s）

による調節流量
（m3/s）

配分流量
（m3/s）

北上川 狐禅寺 13,600 5,100 8,500

旧北上川 和渕 4,100 1,600 2,500
松川

西岳七時雨山

北

 
500～1,000m

300～500m 

100～300m 

0～100m 

■基準地点

●主要な地点

■基準地点

●主要な地点

川川 川

河口部における水位の規定等

【北上川】
河口が位置する追波湾の堤防高は津波対策により設定することとされている

広域的な地盤沈下に対応した
計画高水位の補正

岩手県
秋田県

宮城県
山形県

岩手県
秋田県

宮城県
山形県

岩手県
秋田県

宮城県
山形県

雫石川 中津川

盛岡市

（約30万人）

岩手山

駒ヶ岳

姫神山
北
上
高
地

四十四田ダム

御所ダム
綱取ダム

明治橋

館坂橋

明治橋(186.5k)

館坂橋(189.5k)

150.0k

地盤沈下量(単位:m)

-0.82 - -0.80

-0.79 - -0.75

-0.74 - -0.70

-0.69 - -0.65

-0.64 - -0.60

-0.59 - -0.55

-0.54 - -0.50

-0.49 - -0.45

-0.44 - -0.40

-0.39 - -0.35

明治橋(186.5k)

館坂橋(189.5k)

150.0k

明治橋(186.5k)

館坂橋(189.5k)

150.0k

明治橋(186.5k)

館坂橋(189.5k)

150.0k

地盤沈下量(単位:m)

-0.82 - -0.80

-0.79 - -0.75

-0.74 - -0.70

-0.69 - -0.65

-0.64 - -0.60

-0.59 - -0.55

-0.54 - -0.50

-0.49 - -0.45

-0.44 - -0.40

-0.39 - -0.35

・河口が位置する追波湾の堤防高は津波対策により設定することとされている。
・北上川河口地点の堤防高は、河口が位置する追波湾において設定することとさ

れている堤防高との整合を図り、T.P.+8.4mとすることとし、北上川水系河川整備
基本方針において、河口地点における施設計画上の津波水位T.P.+7.4mを規定
する。

・主な地点の地盤沈下量
は、旧北上川河口で
65cm程度、北上川河口
で70cm程度。

宮城県
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計画堤防高 T.P8.4m
施設計画上の津波水位

T.P7．4m

流域及び氾濫域の諸元
流域面積 ：10,150km2
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北上川における沈 量メ シ 図

流域面積 ：10,150km
幹川流路延長 ：249km
想定氾濫区域内人口：約65万人

砂鉄川
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【旧北上川】
・河口が位置する石巻海岸の堤防高は高潮対策により設定することとされている。
・旧北上川河口地点の堤防高は、河口が位置する石巻海岸において設定すること

とされている堤防高との整合を図り T P +7 2mとすることとし 北上川水系河川

北上川における沈下量メッシュ図
H23.10.31国土地理院公表の補正パラメータ
「平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震」より作成
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計画高水位の補正結果
※

新旧差

(m)

(km) 現行① 補正後② ②－①

館坂橋 189.5 124.03 123.98 -0.05

河口又は合流点
からの距離

計画高水位

(T.P.m)地点名河川名

※
新旧差

(m)

(km) 現行① 補正後② ②－①

館坂橋 189.5 124.03 123.98 -0.05

河口又は合流点
からの距離

計画高水位

(T.P.m)地点名河川名

とされている堤防高との整合を図り、T.P.+7.2mとすることとし、北上川水系河川
整備基本方針において、河口地点における計画高潮位T.P.+1.63mを規定する。

計画堤防高 T.P.7.2m
宮城県

関市

（約12万人）

大崎市

（約14万人）

追
波
湾

和渕
荒雄

涌谷

河口

河口
江合川 旧

北
上
川

一関市市街地一関市市街地

地地

明治橋 186.5 120.56 120.51 -0.05

男 山 124.7 55.44 55.35 -0.09

狐禅寺 77.9 27.71 27.54 -0.17

31 2 12 14 11 74 0 40

北上川

明治橋 186.5 120.56 120.51 -0.05

男 山 124.7 55.44 55.35 -0.09

狐禅寺 77.9 27.71 27.54 -0.17

31 2 12 14 11 74 0 40

北上川
計画高潮位 T.P.1.63m一関遊水地 石巻市

（約16万人）

石
巻
湾

基準地点

想定氾濫区域

主要地点

北上川の河床勾配と川幅
登 米 31.2 12.14 11.74 -0.40

旧北上川 和 渕 21.8 5.35 4.98 -0.37
旧北上川合流点から

26.6
旧北上川合流点から

10 8

-0.16

-0 29

20.91 20.75

涌 谷 10 18 9 89
江合川

荒 雄

登 米 31.2 12.14 11.74 -0.40

旧北上川 和 渕 21.8 5.35 4.98 -0.37
旧北上川合流点から

26.6
旧北上川合流点から

10 8

-0.16

-0 29

20.91 20.75

涌 谷 10 18 9 89
江合川

荒 雄

  

・現行の堤防へのすりつけを含めた堤防の縦断形は河道の地形特性、波浪の挙
動等を考慮して検討を行い、橋梁等の構造物や堤内地の地形、道路計画等を勘
案して設定していく。

北上川の河床勾配と川幅

10.8
鳴瀬川合流点から

4.5
旧北上川合流点から

33.4
旧北上川合流点から

16 9

-0.39

-0.10

-0.30

0.29

迫 川
大 林 16.58 16.48

佐 沼 9.18 8.88

新江合川 20.57 20.18

涌 谷 10.18 9.8910.8
鳴瀬川合流点から

4.5
旧北上川合流点から

33.4
旧北上川合流点から

16 9

-0.39

-0.10

-0.30

0.29

迫 川
大 林 16.58 16.48

佐 沼 9.18 8.88

新江合川 20.57 20.18

涌 谷 10.18 9.89

狭窄区間 一
関
遊
水

 

勾配急変点 1/17000～1/5000 

1/3000 
～1/2000 1/1500～1/500 

地域海岸名

設計津波 設計津波
から求めた
必要堤防高

津波＞高潮
のチェック

新計画堤防高
対象地震

設計津波の
水位

追波湾 明治三陸地震 7 4 8 4 ○ 8 4

宮城県沿岸の海岸堤防高の設定（案） 単位：ｍ（Ｔ．Ｐ．）

注）T.P. :東京湾中等潮位

※ ： 基点からの距離

16.9
旧北上川合流点から

12.7 -0.25旧迫川 三方江 6.24 5.99

注）T.P. :東京湾中等潮位

※ ： 基点からの距離

16.9
旧北上川合流点から

12.7 -0.25旧迫川 三方江 6.24 5.99
水
地 追波湾 明治三陸地震 7.4 8.4 ○ 8.4

石巻海岸 明治三陸地震 3.4 4.4 高潮にて決定 7.2
※宮城県沿岸における海岸堤防高さの設定について（H23.9.9 宮城県沿岸域現地連絡調整会議資

料）を基に作成 ６



鳴瀬川水系河川整備基本方針変更の概要

流域及び河川の概要 鳴瀬川水系河川整備基本方針（平成18年2月） 概要

・ 鳴瀬川は、その源を宮城県と山形県境にまたがる船形山に発し、大
小支川を合わせて大崎平野を貫流し、吉田川と野蒜地点で合流し石
巻湾 注ぐ

流域及び河川の概要 鳴瀬川水系河川整備基本方針（平成18年2月）の概要

【計画諸元】
●計画規模 1/100

◆鳴瀬川計画高水流量図（単位:m3/s）

凡例

■基準地点

凡例

■基準地点

巻湾へ注ぐ｡
• 河口から勾配が緩い区間が長く続いていることから、津波が遡上しや

すい地形。

• 周囲を山に囲まれ、洪水はん濫が発生した場合に被害が長期間に及

●計画降雨量
【鳴瀬川】 ： 312mm/2日（三本木）
【吉田川】 ： 335mm/2日（落合）

●基本高水のピーク流量
【鳴瀬川】 4 100 3/ （三本木）

●主要な地点●主要な地点

周囲を山に囲まれ、洪水はん濫が発生した場合に被害が長期間に及
ぶことから、市街地への浸水の拡大を防ぐ二線堤の整備など「水害に
強いまちづくり」を進めている。

【鳴瀬川】 ： 4,100m3/s（三本木）
【吉田川】 ： 2,300m3/s（落合）

基本高水のピーク流量等一覧表

河川名 基準地点
基本高水の 洪水調節施設 河道への

河川名 基準地点
ピーク流量（m3/s） による調節流量（m3/s） 配分流量（m3/s）

鳴瀬川 三本木 4,100 800 3,300

吉田川 落 合 2,300 700 1,600

流域及び氾濫域の諸元
流域面積 ：1,130km2

幹川流路延長 ：89km
想定氾濫区域内人口：約16万人

青森県

秋田県
岩手県

青森県

秋田県
岩手県

箕輪山

翁峠
鳴瀬川流域 大崎市

約1.8万人

加美町

約2.7万人色麻町

約8千人
箕輪山

翁峠
鳴瀬川流域 大崎市

約1.8万人

加美町

約2.7万人色麻町

約8千人
河口部における水位の規定等 広域的な地盤沈下に対応した

計画高水位の補正
【鳴瀬川】

宮城県

山形県

鳴瀬川水系

宮城県

山形県

鳴瀬川水系

漆沢ダム（県）半森山

田川

筒砂子川

鳴瀬川 新江合川

涌谷町

約1.8万人

美里町

約1.8万人

小野田

三本木

漆沢ダム（県）半森山

田川

筒砂子川

鳴瀬川 新江合川

涌谷町

約1.8万人

美里町

約1.8万人

小野田

三本木

【鳴瀬川】

・河口が位置する石巻海岸の堤防高は高潮対策により設定するこ
ととされている。

・鳴瀬川河口地点の堤防高は、河口が位置する石巻海岸におい
て設定することとされている 堤防高との整合を図り T P +7 2m

・主な地点の地盤沈下量は、鳴瀬川河口で40cm程度。福島県福島県

落合船形山

高城川水系流域

吉田川

石巻市

約16.7万人

三本木

野田橋

落合船形山

高城川水系流域

吉田川

石巻市

約16.7万人

三本木

野田橋

宮城県宮城県て設定することとされている。堤防高との整合を図り、T.P.+7.2m
とすることとし、鳴瀬川水系河川整備基本方針において、河口地
点における計画高潮位T.P.+1.54mを規定する。

野蒜

落合
南川ダム（県）

宮床ダム（県）

船形山

北泉ヶ岳

東松島市

約4.3万人
大和町 約2.5万人

高城川

凡 例

基準地点

標 高

0～100m

100～300m

300～500m

500～1,000m

1,000m以上

凡 例

基準地点

標 高

0～100m

100～300m

300～500m

500～1,000m

1,000m以上
野蒜

落合
南川ダム（県）

宮床ダム（県）

船形山

北泉ヶ岳

東松島市

約4.3万人
大和町 約2.5万人

高城川

凡 例

基準地点

標 高

0～100m

100～300m

300～500m

500～1,000m

1,000m以上

凡 例

基準地点

標 高

0～100m

100～300m

300～500m

500～1,000m

1,000m以上

20.0k30.0k

40.0k

三本木（35.9k）

野田橋（24.7k） 北上川

20.0k30.0k

40.0k

三本木（35.9k）

野田橋（24.7k） 北上川
計画堤防高 T.P7.2m

松島町 約1.6万人大郷町 約9千人
富谷町 約4.8万人

準 点

主要地点

想定氾濫区域

準 点

主要地点

想定氾濫区域
松島町 約1.6万人大郷町 約9千人

富谷町 約4.8万人

準 点

主要地点

想定氾濫区域

準 点

主要地点

想定氾濫区域

鳴瀬川

10.0k
吉田川

20.0k30.0k

野蒜（0 6k）

落合（27.9k）

旧北上川

鳴瀬川

10.0k
吉田川

20.0k30.0k

野蒜（0 6k）

落合（27.9k）

旧北上川

計画高潮位 T.P1.54m

鳴瀬川における沈下量メッシュ図
H23.10.31国土地理院公表の補正パラメータ「平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震」より作成

野蒜（0.6k）
約0.4m↓

鳴瀬川における沈下量メッシュ図
H23.10.31国土地理院公表の補正パラメータ「平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震」より作成

野蒜（0.6k）
約0.4m↓

鳴瀬川における沈下量メッシュ図
H23.10.31国土地理院公表の補正パラメータ「平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震」より作成・現行の堤防へのすりつけを含めた堤防の縦断形は河道の地形

特性 波浪の挙動等を考慮して検討を行い 橋梁等の構造物や二線堤

大崎市鹿島台市街地

二線堤整備状況

新旧差

(m)

※
河口又は合流点
からの距離

計画高水位

(T.P.m)地点名河川名
新旧差

(m)

※
河口又は合流点
からの距離

計画高水位

(T.P.m)地点名河川名標高
(m)

船形山

北泉ヶ岳標高
(m)

船形山

北泉ヶ岳

特性、波浪の挙動等を考慮して検討を行い、橋梁等の構造物や
堤内地の地形、道路計画等を勘案して設定していく。

二線堤

鳴瀬川

二線堤整備状況
鳴瀬川、吉田川の河床勾配 計画高水位の補正結果

(km) 修正前① 修正後② ②－①

三本木 35.9 23.41 23.23 -0.18

16 27
鳴瀬川

(km) 修正前① 修正後② ②－①

三本木 35.9 23.41 23.23 -0.18

16 27
鳴瀬川

(m)

700

500

600

400

吉
田
川

鳴
瀬
川

三
本
木

落
合

1/150～
1/500

1/150～
1/300

(m)

700

500

600

400

吉
田
川

鳴
瀬
川

三
本
木

落
合

1/150～
1/500

1/150～
1/300

宮城県沿岸の海岸堤防高の設定（案）
単位：ｍ（Ｔ．Ｐ．）

吉田川

凡 例
：堤防整備

：管理用道路整備

：水防災拠点整備

：市街地

水防災拠点

設計津波
設計津波

津波＞高潮
水害に強いまちづくり事業

野田橋 24.7 16.27 16.00 -0.27

吉田川 落 合 27.9 13.10 12.86 -0.24

野田橋 24.7 16.27 16.00 -0.27

吉田川 落 合 27.9 13.10 12.86 -0.24100

200

300

400

0

河
口

木

1/2,000～1/3,000

1/1,500～1/2,500

1/500～
1/1,500

1/500～
1/600

100

200

300

400

0

河
口

木

1/2,000～1/3,000

1/1,500～1/2,500

1/500～
1/1,500

1/500～
1/600

地域海岸名
設計津波

から求めた
必要堤防高

津波＞高潮
のチェック

新計画堤防高
対象地震

設計津波の
水位

石巻海岸 明治三陸地震 3.4 4.4 高潮にて決定 7.2
km30 2090 80100 10 070 60 50 40

0

鳴瀬川の低平地区間鳴瀬川の低平地区間

km30 2090 80100 10 070 60 50 40

0

鳴瀬川の低平地区間鳴瀬川の低平地区間

※宮城県沿岸における海岸堤防高さの設定について（H23.9.9 宮城県沿岸域現地
連絡調整会議資料）を基に作成

注）T.P. :東京湾中等潮位

※ ： 基点からの距離

７



名取川水系河川整備基本方針変更の概要

流域及び河川の概要 名取川水系河川整備基本方針（平成 年 月） 概要

広
瀬
川

■広瀬橋2,
8
0
0

広
瀬
川

■広瀬橋2,
8
0
0

流域及び河川の概要 名取川水系河川整備基本方針（平成19年3月）の概要

【計画諸元】
●計画規模 1/150

◆名取川計画高水流量図（単位:m3/s）

凡例

■基準地点

●主要な地点

凡例

■基準地点

●主要な地点

・ 名取川は、その源を山形県境付近の神室岳に発し、扇状に大小支川
を合わせながら仙台平野を東流し 下流部で広瀬川と合流した後 川

名取川

3,800 6,600

太

平

洋

川

名取川

3,800 6,600

太

平

洋

●計画降雨量
【名取川】 362.8mm/2日（名取橋）
【広瀬川】 388.4mm/2日（広瀬橋）

●基本高水のピーク流量
【名取川】4 700 3/ （名取橋）

●主要な地点●主要な地点を合わせながら仙台平野を東流し、下流部で広瀬川と合流した後、
太平洋に注ぐ。

・ 下流部が緩勾配であり、拡散型の氾濫形態であるため、氾濫した場
合には仙台市や名取市の市街地が浸水し被害が甚大。

●
河
口

●
袋
原

■
名
取
橋

洋●
河
口

●
袋
原

■
名
取
橋

洋【名取川】4,700m3/s（名取橋）
【広瀬川】4,000m3/s（広瀬橋）

基本高水のピーク流量等一覧表

合 仙台市 名取市 市街 浸水 被害 甚大。

河川名 基準地点
基本高水の 洪水調節施設 河道への

流域及び氾濫域の諸元
流域面積 ：939km2 河川名 基準地点

高
ピーク流量（m3/s）

洪 設
による調節流量（m3/s） 配分流量（m3/s）

名取川 名取橋 4,700 900 3,800

広瀬川 広瀬橋 4,000 1,200 2,800

流域面積 ：939km2

幹川流路延長 ：55km
想定氾濫区域内人口：約30万人

【名取川】

河口部における水位の規定等 広域的な地盤沈下に対応した
計画高水位の補正

仙台市

・主な地点の地盤沈下量は、名取川河口で20cm程度。

地盤沈下量（単位：m）

【名取川】

・河口が位置する仙台湾南部海岸①の堤防高は高潮対策により
設定することとされている。

・名取川河口地点の堤防高は、河口が位置する仙台湾南部海岸
①において設定することとされている堤防高との整合を図り

仙台市
（約101万人）

-0.35～-0.31

-0.30～-0.28

-0.27～-0.25

-0.24～-0.22

-0.21～-0.19

-0.15～-0.13

-0.12～-0.10

-0.09～-0.07

-0.06～-0.04

-0.03～-0.01

①において設定することとされている堤防高との整合を図り、
T.P.+7.2mとすることとし、名取川水系河川整備基本方針にお
いて、河口地点における計画高潮位T.P.+1.70mを規定する。

広瀬川

0.15m↓

広
瀬
橋

広瀬川

0.15m↓

広
瀬
橋

計画堤防高 T.P.7.2m
-0.18～-0.16 0.00～999.00

名取川

約0 2m↓

袋
原

名
取
橋

河口

名取川

約0 2m↓

袋
原

名
取
橋

河口

計画高潮位 T.P1.70m
川崎町

（約1.1万人） 村田町
（約1.3万人）

名取市
（約6.7万人）

凡 例

基準地点

凡 例

基準地点 約0.2m↓約0.2m↓

名取川における沈下量メッシュ図
H23.10.31国土地理院公表の補正パラメータ「平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震」より作成

・現行の堤防へのすりつけを含めた堤防の縦断形は河道の地形
特性 波浪の挙動等を考慮して検討を行い 橋梁等の構造物や

岩沼市
（約4.1万人）

国
道

仙
台

仙台市 宮城野区

仙台市 青葉区

国広瀬橋

仙台駅

国
道

仙
台

仙台市 宮城野区仙台市 宮城野区

仙台市 青葉区仙台市 青葉区

国広瀬橋

仙台駅

準 点

主要地点

想定氾濫区域

準 点

主要地点

想定氾濫区域

計画高水位の補正結果

新旧差

(m)

(km) 修正前① 修正後② ②－①

河川名

※
河口又は合流点

からの距離

計画高水位

(T.P.m)地点名
新旧差

(m)

(km) 修正前① 修正後② ②－①

河川名

※
河口又は合流点

からの距離

計画高水位

(T.P.m)地点名

特性、波浪の挙動等を考慮して検討を行い、橋梁等の構造物や
堤内地の地形、道路計画等を勘案して設定していく。

仙台市 若林区

国
道

4
号

バイ
パ

ス

台
東
部
道
路

東
北
本
線

国
道
4
号
線

仙台市 太白区

国道286号

広瀬川

広瀬橋
仙台市 若林区仙台市 若林区

国
道

4
号

バイ
パ

ス

台
東
部
道
路

東
北
本
線

国
道
4
号
線

仙台市 太白区仙台市 太白区

国道286号国道286号

広瀬川広瀬川

広瀬橋 計画高水位の補正結果

(km) 修正前① 修正後② ② ①

名取橋 7.6 9.96 9.77 -0.19

袋原 5 2 7 00 6 80 -0 20
名取川

(km) 修正前① 修正後② ② ①

名取橋 7.6 9.96 9.77 -0.19

袋原 5 2 7 00 6 80 -0 20
名取川

宮城県沿岸の海岸堤防高の設定（案）
単位：ｍ（Ｔ．Ｐ．）

名取市

名取川 名取橋

南仙台駅

名取駅
凡 例

名取市名取市

名取川名取川 名取橋

南仙台駅

名取駅
凡 例 名取川

設計津波
設計津波

津波＞高潮

名取川の河床勾配

袋原 5.2 7.00 6.80 0.20

広瀬川 広瀬橋
名取川合流点から

3.6k+100m 14.11 13.91 -0.20

袋原 5.2 7.00 6.80 0.20

広瀬川 広瀬橋
名取川合流点から

3.6k+100m 14.11 13.91 -0.20

名取市役所

仙台空港

浸水した場合に想定される水深(ランク別)

凡 例

0.5m未満の区域
0.5～1.0m未満の区域
1.0～2.0m未満の区域
2.0～5.0m未満の区域
5.0m以上の区域

市・区役所
市界
区界

名取市役所

仙台空港

浸水した場合に想定される水深(ランク別)

凡 例

0.5m未満の区域
0.5～1.0m未満の区域
1.0～2.0m未満の区域
2.0～5.0m未満の区域
5.0m以上の区域

市・区役所
市界
区界

名取川

太平洋
名取橋

釜房ダム

1/10～1/70

1/100～1/200

広瀬川合流後区間
地域海岸名 から求めた

必要堤防高

津波＞高潮
のチェック

新計画堤防高
対象地震

設計津波
の

水位

仙台湾南部
海岸①

明治三陸地震 5.3 6.3 高潮にて決定 7.2
注）T P :東京湾中等潮位

※宮城県沿岸における海岸堤防高さの設定について（H23.9.9 宮城県沿岸域現地
連絡調整会議資料）を基に作成岩沼市

仙台空港浸水想定区域の対象
となる洪水予報河川

岩沼市岩沼市

仙台空港浸水想定区域の対象
となる洪水予報河川

1/200～1/450
1/2,800程度

名取川・広瀬川浸水想定区域図

注）T.P. :東京湾中等潮位
※ ： 基点からの距離

８



阿武隈川水系河川整備基本方針変更の概要

流域及び河川の概要 阿武隈川水系 川整備基本方針（ 成 年 月） 概

福
島

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 岩

荒　川 摺上川 白石川

1,800 1,200 1,700 800 2,100
釈迦堂川 五百川

流域及び河川の概要 阿武隈川水系河川整備基本方針（平成16年1月）の概要

【計画諸元】
●計画規模 1/150

◆阿武隈川計画高水流量図（単位:m3/s）

・ 阿武隈川は、その源を福島県の旭岳に発し、大小支川を合わせて、
福島県中通り地方を北流し 宮城県に入りさらに白石川等の支川を 島

■
太
平

→ → → → 洋2,400 5,800 7,100 9,200

沼
■

● ●
丸

賀 森
須

●計画降雨量
251.6mm/2日（岩沼）
256.5mm/2日（福島）

●基本高水のピーク流量
10 700 3/ （岩沼）

福島県中通り地方を北流し、宮城県に入りさらに白石川等の支川を
合わせて太平洋に注ぐ。

・ 大小の狭窄部が盆地を挟んで交互に連なっており、狭窄部の上流の
市街地等で浸水被害が頻繁に発生。

岩沼市
（約4万人）

岩沼市
（約4万人）

賀 森
↑ 川 ↑ ↑ ↑

社　川 大滝根川 移　川 広瀬川
1,300 700 700 1,200

10,700m3/s（岩沼）
7,000m3/s（福島）

基本高水のピーク流量等一覧表

河川名 基準地点
基本高水の 洪水調節施設 河道への

凡例

■基準地点

●主要な地点

凡例

■基準地点

●主要な地点

青森県

秋田県
岩手県

青森県

秋田県
岩手県

河川名 基準地点
基本高水の

ピーク流量（m3/s）
洪水調節施設

による調節流量（m3/s）
河道 の

配分流量（m3/s）

阿武隈川
岩沼 10,700 1,500 9,200

福島 7,000 1,200 5,800

●主要な地点●主要な地点

福島市
（約29万人）

角田市
（約3万人）

福島市
（約29万人）

角田市
（約3万人）

【阿武隈川】

河口部における水位の規定等 広域的な地盤沈下に対応した
計画高水位の補正

岩手県

山形県 宮城県

山形県 宮城県

岩沼 

丸森

河口(0.0k) 

10.0k 

20.0k 

 
-0.35～-0.31 

-0.30～-0.28 

-0.27～-0.25 

-0.24～-0.22 

-0.15～-0.13 

-0.12～-0.10 

-0.09～-0.07 

-0.06～-0.04 

地盤沈下量（単位：m）

約0.3m↓

岩沼 

丸森

河口(0.0k) 

10.0k 

20.0k 

 
-0.35～-0.31 

-0.30～-0.28 

-0.27～-0.25 

-0.24～-0.22 

-0.15～-0.13 

-0.12～-0.10 

-0.09～-0.07 

-0.06～-0.04 

地盤沈下量（単位：m）
岩沼 

丸森

河口(0.0k) 

10.0k 

20.0k 

 
-0.35～-0.31 

-0.30～-0.28 

-0.27～-0.25 

-0.24～-0.22 

-0.15～-0.13 

-0.12～-0.10 

-0.09～-0.07 

-0.06～-0.04 

地盤沈下量（単位：m）

約0.3m↓二本松市
（約6万人）

伊達市
（約7万人）

二本松市
（約6万人）

伊達市
（約7万人）

【阿武隈川】

・河口が位置する仙台湾南部海岸②の堤防高は高潮対策により
設定することとされている。

・阿武隈川河口地点の堤防高は、河口が位置する仙台湾南部海
岸②において設定することとされている堤防高との整合を図り

福島県

福島県

阿武隈川水系

      0m～ 

    20m～ 

    50m～ 

   200m～ 丸森 

福島

30.0k 

40.0k 

50.0k 

60.0k 

70.0k 

-0.21～-0.19 

-0.18～-0.16 

-0.03～0.00 

0.00～999.00 

丸森 

福島

30.0k 

40.0k 

50.0k 

60.0k 

70.0k 

-0.21～-0.19 

-0.18～-0.16 

-0.03～0.00 

0.00～999.00 

丸森 

福島

30.0k 

40.0k 

50.0k 

60.0k 

70.0k 

-0.21～-0.19 

-0.18～-0.16 

-0.03～0.00 

0.00～999.00 

郡山市

本宮市
（約3万人）

郡山市

本宮市
（約3万人）

岸②において設定することとされている堤防高との整合を図り、
T.P.+7.2mとすることとし、阿武隈川水系河川整備基本方針に
おいて、河口地点における計画高潮位T.P.+1.60mを規定する。

流域及び氾濫域の諸元
流域面積 ：5 400km2

   400m～ 

   600m～ 

   800m～ 

  1000m～ 

  1500m～ 

  2000m～ 
福島 

80.0k 

90.0k 

100.0k 

110.0k 

福島 
80.0k 

90.0k 

100.0k 

110.0k 

福島 
80.0k 

90.0k 

100.0k 

110.0k 須賀川市
（約8万人）

（約34万人）

須賀川市
（約8万人）

（約34万人）
計画堤防高 T.P.7.2m

・主な地点の地盤沈下量は、

流域面積 ：5,400km
幹川流路延長 ：239km
想定氾濫区域内人口：約48万人

120.0k 

130.0k 

140.0k 

120.0k 

130.0k 

140.0k 

120.0k 

130.0k 

140.0k 

白河市

（約8万人）

県木栃

白河市

（約8万人）

県木栃

計画高潮位 T.P1.60m
阿武隈川河口で30cm程度。

県境

既設ダム

事業中ダム

基準地点

主要地点

凡例

須賀川 
150.0k 

須賀川 
150.0k 

須賀川 
150.0k 

白河市
（約6万人）

白河市
（約6万人）

阿武隈川における沈下量メッシュ図
H23.10.31国土地理院公表の補正パラメータ「平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震」より作成

・現行の堤防へのすりつけを含めた堤防の縦断形は河道の地形
特性 波浪の挙動等を考慮して検討を行い 橋梁等の構造物や

240

280

標
高

 T
.P

.m

郡山市

須賀川市

上流阿武隈峡中流部阿武隈峡谷下流部

37.0k 55.0k 83.0k 105.0k

主要地点

想定氾濫区域阿武隈川の河床勾配と川幅

新旧差

(m)

(km) 修正前① 修正後② ②－①

河川名
河口又は合流点

からの距離

計画高水位

(T.P.m)地点名

※ 新旧差

(m)

(km) 修正前① 修正後② ②－①

河川名
河口又は合流点

からの距離

計画高水位

(T.P.m)地点名

※

特性、波浪の挙動等を考慮して検討を行い、橋梁等の構造物や
堤内地の地形、道路計画等を勘案して設定していく。

120

160

200

標

阿武隈峡

二本松市

本宮市

阿武隈峡 計画高水位の補正結果

須賀川 147.8 237.49 237.38 -0.11

福 島 77.2 63.93 63.89 -0.04

須賀川 147.8 237.49 237.38 -0.11

福 島 77.2 63.93 63.89 -0.04

宮城県沿岸の海岸堤防高の設定（案）
単位：ｍ（Ｔ．Ｐ．）

0

40

80

宮城県 福島県

盆地

阿武隈渓谷

阿武隈峡

狭窄部

岩沼市

角田市

伊達市
福島市

市街地
設計津波

設計津波
津波＞高潮設計津波

丸 森 37.0 23.10 22.91 -0.19

岩 沼 8.0 8.14 7.91 -0.23

阿武隈川

丸 森 37.0 23.10 22.91 -0.19

岩 沼 8.0 8.14 7.91 -0.23

阿武隈川
-40

0 20 40 60 80 100 120 140 160
距離 km

宮城県 福島県

800)

1/1800～1/3700 1/1000～1/1200 1/50～1/2000

河床

勾配
1/400～
1/2000 

1/70～1/1000

河口からの距離(km)
地域海岸名

設計津波
から求めた
必要堤防高

津波＞高潮
のチェック

新計画堤防高
対象地震

設計津波
の

水位

仙台湾南部
海岸②

明治三陸地震 5.2 6.2 高潮にて決定 7.2
岩 沼 8.0 8.14 7.91 0.23

注)T.P.：東京湾中等潮位

岩 沼 8.0 8.14 7.91 0.23

注)T.P.：東京湾中等潮位
※宮城県沿岸における海岸堤防高さの設定について（H23.9.9 宮城県沿岸域現地

連絡調整会議資料）を基に作成
-800
-400

0
400
800

川
幅
(
m
) 海岸②

９
※ ： 基点からの距離


